
動補動詞の認知的視点

石村 広

O. はじめに

中国語の「動詞+結集補語」構造は、前項要素と後項要素によって形成され、

両者が原因と結果の関係をもっ点に特徴がある O この種の結果を表わす複合動

詞に見られる興味深い現象のーっとして、日本語複合動誌との次のような顕著

な違いを挙げることができる。

(1) a .武松打死了老虎。

b.武松はトラをなぐり殺した。

(1) aは、武松がトラをなぐった結果、そのトラが死んだという意味を表してい

る。つまり、後項要素の自動詞“死"v士、“老虎"が受けた行為の結果を表し

ている1)。一方、与)aの中国語に対応する(1)bの日本語では、後安要素に他動

詞を取り 1"-'殺すJと言い表されている O 中国語では、なぜ「他動詞+自動

詞Jとし、う組み合わせを用い、“*打系η(以下、*は非文法的な文を示す〉のような

「他動詞+他動認j としう組み合せは用いられないのか。

本稿は太田1958の説に従し¥中国語におけるこの構造の本質がその使役性に

あると考え、便宜上これを「動補動詞J、又は“VR"と表記し、考察を行う

ことにする。そして、動補動認の主要部〈ヘッド〉が後安要素にあり「結果か

ら事態を捉えようとする視点」をもつことを主張し、この問題に対する一つの

解答を試みたい。

1. 中国語の使役表現

従来の動補動認の分析には、 VRとし、う型が担う本質的な意味、即ちその伎

役機能に注目したものは、楊1989のような分析併を除くと、あまり多くない2)。

このことは大変重要な問題であるように思われる。なぜなら、伎役性η概念は

その前提として因果関係を必要とするからである。

柴谷1982(273頁〉によれば、使役表現が成立するには次のような条件が必要
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であるとされる O つまり、二つの事象 (event)の関係について次のことが当て

はまる時に、その状況を「伎役状況Jと呼ぶことができるとしづ。

(2) a .事象 2がもう一つの事象、つまり事象 1が起こった時よりも後に起こ

っているo

i 事象 1と事象 2の関係は、事象 2の生起が事象 1に完全に依存してい

て、イ也の総ての条件が向ーである場合にもし事象 1が起こっていなければ、

事象 2も起こっていないであろうとし、う反事実的推論が下せる状態である。

上の条件を満たす文を私たちは「使役表現」と呼んでいる。本稿では便宜上、

事象 1を「原因事象J、事象 2を「結果事象Jと呼ぶことにする。伎役文とは、

このような二つの事象を表層的に一文で表現したものであるO 言い換えれば、

言語化される以前の基底構造では、伎役文が必ず原因と結果というこつの事象

を含む、ということになる。従って、先の中国語の用例(1)aは、次のような構

造式によって捉え直すことができる。

(3)事象の合成と動補動認の基本構造3)

原因事象十結果事象= [x V1] CA USE [y V2J 

x VIV2 y (x把 yV1V2) 

= x VR y (x把 yVR) 

xは「原因主J(使役主)で典型的には「動作主」を、 yは状態変化を受ける

「対象J(被使役主〉を表わす。対象 yを主誌とする R相当語は、非意図的な性

質をもっ述語によって担われている(松村1997b参照〉。つまるところ、表層に

おけるVRの基本構造は、結果事象く yR>の語版が逆転することにより原因

・結果二つの事象の述語部分が合成し、「語業化Jされていることを示してい

る九結果事象の非意図性は、 このようなVR文の「型」を決定づける大変重

要なポイントであると考えられる。

具体例を挙げながら考えてみたし、。現代中国語における使役表現には、二つ

の異なった形式が認められる。無擦の使役文と有擦の伎役文である。動補動詞

による伎役表現は、いわば無標の使役文ということである。

(4) a .他尉白了i毒。

〈彼は壁を白く塗った〉

b.我i威極了喋子O

(私は叫んでu侯を!夏らした〉

(4) aは、彼の壁を塗るとし、う行為が、その壁を白くしたと Lづ意味であり、同
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様に(4)bは、私の叫ぶとしづ行為が、 11侯をi褒らしたという意味を表している O

(引bの前項には自動認が用いられているが、やはり結果事象を導く原図行為と

捉えられているo VとRがそれぞれ単独の語としては伎役性を含まないにも関

わらず、 (4)の各文がし、ずれも伎役の意味に解されるのは、因果関係を媒介にし

たVRがもっ型の力によるものである。このような指擦をもたない使役文を、

本稿では「語業的伎役」と呼ぶことにするの。結果事象の語源(1諸白了，喋子1m:
了〉が、実際の言語の使用場面では、 (4)のように入れ替わるという点に注意し

7こし、。

これに対して、“日昨日や“辻"などを使った有擦の伎役表現で、は、結果事象

の語JI演はそのまま維持されている。

(5) a .寄寄叫弟弟去実香熔。

〈兄は弟にたばこを買いに行かせた〉

b.老姉注他写ー篇文章。

(先生は彼に文章を一つ警かせた〉

C. 我{fJi青他倣披告。

〈私たちは彼に報告してくれるよう頼んだ〉

これらの使役表現では、結果事象に相当する補文に基本的に意図性・行為性が

認められる O 即ち、 (5)aの“弟弟去芙呑熔"、 (5)bの“他写一篇文章"、 (5)cの

“他倣披告"といった行為は、それぞれ使役を合意する語“口V “法η “清"に

よって引き起こされることを表している。このような兼語式を用いた伎役文を、

ここでは「構文的使役Jと呼ぶことにするの。すると両者の基本形式の相違は、

次のように示すことができる。

(6)語会的使役と構文的伎役の違い

Nl VIV2 N2 

原因事象十結果事象く

Nl Vl N2V2 Nl Vl N2 V2 

語索的使役における述語部分は、合成、話実化され“VIV2=VR"となっ

て文中で一語動認のように振る舞う。使役主となるNlは主語位置を、被伎役

主となるN2は原因と結果の関係から成る複合動詞の呂的語位置を占める形で

表されている。一方、構文的伎役では、連動構造を形成することで結果事象の

「主語十述語」とし、う語JI震がそのまま維持されている。この構造の基本が、他

者に対しである行為を「要求j ないし「許容Jすることにあるからである O 例

えば、次の用例でaには語会的使役が、 bvこは構文的使役が含まれている O 使
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われ7ている語は同じであっても、両者の表す意味は決して閉じではないく用例

は潔1995，134頁から引用〉。

(7) a.他一句活逗笑了大家。

(彼の一言がみんなを笑わせた〉

b.我{!'J相芦演員i党相声就是方了逗大家笑。

(私たち漫才芸人が漫才をやるのはみんなに笑ってもらうためで、ある〉

(7) aの“逗笑了大家日は被使役主である“大家"の意志を無視した表現で、ある

のに対し、(のbの“逗大家笑"は“大家"の意志、を考慮に入れた表現で、あると

言うことができるo (吟 aの自的諾“大家"に対する優れて高い使役性は、“逗

笑"という VR構造がもっ「型Jの力によってはじめて可能なのである。

2. 動補動詞の表現法

2.1. 諾索的伎役の能格性

VRが語業化されているとする最大の根拠は、それが他動詞の原型的な意、!床

をもっ点にある。これは、語業的使役に一般言語学で言う「能格性JCergativity) 

と呼ばれる機能が備わっていることと関連する。大まかに言えば、能格性を備

えた動詞、即ち能格動詞とは、他動詞と自動詞二つの機能を兼ね備えた動認の

類のことであるO 中国語の動詞にも能格性が認められることが指摘されたのは、

比較的近年になってからのことである(呂1987参照〉。

(叫 a. 中国臥大陸了特国E人。

(中国チームは韓国チームに大勝した〉

b.中国臥大敗了特国臥。

〈中国チームは韓思チームを大いにまかした〉

(8)の各文は、全く正反対を意味するはずの動詞である“駐日“敗"が使われて

いるにも関わらず、同じ意味内容を述べているO いずれの文も、勝ったのは中

国チームであり、負けたのは韓国チームである O なぜだろうか。この現象を解

明する鍵は自動詞文にあるO

(9) a .蒋国臥大佐了。

〈韓国チームは大勝した学 8a) 

b.特国5人大敗了。

(韓国チームは大敗した出 8b) 

(9)の各文は、先ほどの他動詩文の目的語を主語にしたものである。“大胆iη を

使った(9)aの自動詞文が元の(8)bと同じ内容を述べていないのに対して、“大
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数"を使った(9)bの自動詞文は元の(8)bと同じ内容を述べている。これは“J]1刀

と“j枚"が異なる動詞のタイプであることを意味しているoRI]ち、“日生月が「勝

つ」とし、ぅ一つの意味しかもたないのに対して、“敗"には「まかすJI負け

るJという自他二つの意味特性が備わっているのである O このように自他で問

ーーの事態を言い表すことができるというのが、能格動認の大きな特徴であるO

2.2. 視点の「焦点化J

同様に、語業的伎役の能格性から、動補動詞の他動詞用法と自動詞用法との

関係は次のように示すことができる O

M)動補動詞の自他交替

xVRy ++ yVR 

他動涼型が自動詞へと転換すると、対象という非行為者的主語〈能動詩文の目的

語相当語句〉が置かれ、動補動詞が対象の自発的な状態変化〈自動原型〉を表す

ことになる7)。動補動詞にも、事態の異なった捉え方に基づく意味の対立が内

在していると考えられるのである。再び(4)の用例を取り上げる O

ωa.他別自了塘。 (4aに同じ〉

b.我減i監了蝶子。 (4bに同じ〉

VR他動詞文では、動作主の働きかけの結果、対象物をある状態、に至らしめる、

という「するj的な捉え方をしている O 伎役とはある種の働きかけというエネ

ノレギーを媒介に発生ずるものであるから、一般的傾向として、その源である伎

役主の方が行為の対象である被使役主よりも注目されやすい。 VR勉動詞文を

基本型とする理由もそこにあるO これに対して次のように言い換えると、行為

の主体が文中に明示されず、対象となる物や人を主語に据えることで対象その

ものがどうなったかを叙述することになるの。

~a. 塘別白了。

〈壁が塗られて自くなった〉

b. I康子減陛了。

(11侯が叫んで、壊れた〉

同じ事態であっても、対象の被る変化に焦点を合わせて捉えれば、行為者及び

その行為は背景に返き、対象に生じる変化に焦点を絞った捉え方で、表現される

ことになる。このように「なるJ的に事態を捉えるVR自動詞文では、行為者

が対象によって「主役Jの座は奪われたものの、焦点化された変化がその原因

行為なくしては生じ得ない性質のものとして表現されているO いわばVは「脇

役」として舞台に残っていると言えるの。

[ 15 J 



この場合、 VR他動語文の目的語を省いて自動詞文を作ることはできなし、。

ゆa.ホ他則自了O

ゲ彼は白く塗ったう

b. ネ我!戚!監了。

ゲ私はi叫んでi愛らした〉

x~こ相当する行為者約主語だけが残ると、文として不完整な感じを与えること

占こなる。

話し手の視点が行為から対象物の状態変化へと移ることによって、 yの部分a

が焦点化されて認知的な際立ち Csalie即 e)を獲得する。このようにして「するJ

的表現から「なるj的表現へと導かれることを「焦点化操作Jと呼ぶことにす

る。

ω焦点化操作

xVRy → yVR 

つまり、ゅのVR他動詩文と織のVR自動詩文との関に見られる言語構造の

差は、話し手の認知的貌点の反映である。言語化する際、時間の流れに沿って

誌を線条的に並べていかざるを得ないため、話し手の心的表示のうち伎役主、

被伎役主のいずれに焦点を当てるかの選択を迫られる。その結果、同じ特定の

事態が話し手の視点により言語化されたり背景化されたりするのである。

以上で示したVR文の自他の形成JI民序に関して、弓1987は「“NIVR了日

の主要な述語はRである。よって“N2把NIVR了刀はNIVR了日から拡.

張し、導かれたものである」と主張する O 例えば、“経洗湿了"に動作主を導ゃ

入した拡張形式が“他把鞍洗湿了η であると言うのである。

しかしながら、もし氏の主張する通り“NVR了"を先に設定すれば、 Vと

いう原因行為を起こす主体の存在が不明になってしまう。このことはまた、 (3)

で示したVRの基本構造の適格性を示すことにもなるO つまり、 VR文には原

因・結果二つの事象が関わるのであるから、まず先に「二‘人の参加者」一一一原

因の主体と結果の受け手一ーを舞台に設定しておかなければならないだろう。

原因行為を伴った“NVR了日という自動詞文に対して後から動作主のみを付

加することは、先に見た(2)の「伎役状況」における言語形成の時間的流れにも

逆らうことになり、生成過程の順序としては非常に不自然である。

2.3. 動補動詞の語業論的アスペクト

以上のように本稿では、動補動詞は他動詞用法であるく xVR y)がまず先

に設定され、そこから話し手の認知的な視点の選択によって対象となる人や物J
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の状態変化を中心に述べたく yVR)が導かれるものと考える。これをアスペ

クト的な時間の流れによって示すと次のようになる10)。

ゆ勤手m動詞の語索論的アスペクト

く行為〉 → く変化〉 → く状態〉

xVR了y yVR了 yR 

く=x;f巴yVR了〉

{也別自了7歯o :l語別!当了o :l音〈根)r当。

ここで一つ注意すべきことは、く行為〉を表わす中国語のく xVRy)型はア

スベグト助詞“了"を用いて r'"'"'タ〈完了・実現)J としなければならない点で

ある O 上の用例に対応する日本語や英語では、通例、動詞の時制を過去形にし

て「彼は壁を白く塗ったJ、“Hepainted the wal1 white刀のように行為者的視

点から表現される。しかし中国語の場合、特に平叙文で言い切りの述誌として

使うときは“了刀を伴うことが強く要求される(杉村1994，17頁〉。中国語のこ

のような特異性を考える上で、 次の Tai1984 (295頁〉の英語との比較は大変

興味深い。

M)英語と中国語の視点

English Agent (action) ・・・・……・一一-一…・〉

Chinese く…・・・・・・……...Patient (result) 

影山1996(289、290頁〉は、 Taiの説明を援用しながら、日本語は英語に比べれ

ば結果寄りの視点をもっ言語だが、しかし中国語ほどではない、とし、う考えを

示している O 既に(1)で、見たように、中国語は基本的に結果重視の言語であり、

表現の視点は変化を被る対象のところに位置している。日本語では複合動詞で

結果を表現しても、後項が他動認を取ることからも窺えるように、行為のほう

に視点が残っているのである。

まずこ従来、く変化〉の表現については「中国語は結果・効果だけでなく、そ

の結果・効果を招いた動作行為をも同時にしづ言語J(杉村1994，16、17頁〉であ

るというように説明されてきた。例えば、日本語の「自が赤くなったJという

文を中国語で表現する場合、“日良暗証了η とするよりは、プロセスとなる原因

行為を含んだ“限晴突(採/1珪)i工了日のような言い方を好むというわけであ

る。こうした中国語における「発想法の達しづにも、伎役i生の概念を導入する

ことによって一つの説明を与えることができるように思われる11)0

それでは、中国語におけるく行為〉から見た表現、即ちく xVRy)は、な

ぜ、完了のアスペグト助詞を必要とするのか。中国語の特質とも言えるこのよう
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な「結果からの視点Jは如何にして生成されるのか。次に中国語の1!81別言語的

な側面から、この問題について考えてみたい。

3. r結果からの視点」の生成

動補動認の「自他交替」がもっ普遍的性質については、その内在的意味に出

現する「伎役jの意味要素がどこから来たのか、としづ問題が生じる。語の構

成要素の意味を単純に合成しても、使役や変化の概念を含む文全体の意味が得

られない、という問題である。なぜVRとし、う「型」が使役の意味を担うこと

ができるのか。また、「結果からの視点jはどのようにして生まれるのか。こ

のことを本稿では次のように考えたし、。

一一現代中国語における VRという「型Jは、 Rに相当する諾(“干浄"のよう屯

な例を除いて原則として単音節語である〉がヴォイス12)を転換して他動詞となるた

めの方策である O 現代語のR相当誌は、既に古代認-の r{吏動義Jを失っており、

単独では他動認に転換できなし、からである13)。中国語の結果表現は、このよう

にして結果から事態を眺める視点を得ることになる。

つまり、現代誌のR相当語は、“*白了j音"(壁を自くした〉や山本IRE了i操子η 〈喉

を疲らした〉のように、後項要素を単独で他動詞的に用いることは基本的に不可

能である14)。その際には、結果事象を引き起こす何らかのj京国要素〈働きかけ〉

を明示する必要があるo VとRはそれぞれ単独では伎役を意味しないものの、

複合化して「動詞十目的語J(VR+ y)とし、う統認-的な「支配力jを利用すれ

ば、他動原型としての優れて高い使役性、.R11ち語索i拘使役を獲得することがで

きるO 従って、先に述べた結果事象における語版の逆転現象は、使役力を高めJ

る意味合いが強化されたものと考えられるわけであるく連動構造からのこのようど

な構文上の変化は歴史的にも認められるO 太田1958，207-209頁参照〉。更に言えば、

yの意味役割は「対象Jであるから、本来的に目的語となる性質を内在してい-

ることになる。語}I演をRの後ろに替えることは決して難しいことではない。

Rを輯iにしたヴォイス転換の仕組みは、次のように示すことができる。

~7)R の「伎役化操作J による VRの生成

y R → x VR  y 

*x R y 

二項使動詞のVRは、単なる動作主の付加ではなく、事象 <xV>を導入する

効果をもっ「伎役化操作」により一項自動詞文く yR>から導かれる。ただし

注意すべきことは、ここで言う「伎役化」とは、 R自体のヴォイスの転換を意;

( 18 J 



!!5fミしない、という点であるo RのヴォイスはVR構造に取り込まれても、“結

果"の状態として、生成前の視点を維持しているO 中霞語ではこのようにして、

日本語や英語のような「行為者の視点j とは異なる「結果からの視点Jをもつ

ことになる。

~8)動有11動詞の「結果からの祝点」

結果状態 動補動詞

佑隼断了

杯子被了

破璃街〈狼〉亮

芳三友 〈根)U

→ 折断了!e自主主

→ 搾破了杯子

擦亮了破璃街

→ 染紅了共笈

これはちょうど紛で示したく行為〉→く変化〉→く状態〉というアスペクト的

な時間の流れを、最後の結果状態から捉え直した構図となるo Rに該当する語

が形容詞ではなく非意図的な動認の場合は、“R了"により結果状態を表わす

ことになる。これらの語を単独で“本断了知主在日〈鉛筆を折った〉、“本破了杯子"

(コップを割った〉、“*亮了破璃窃η 〈ガラス窓をぴかぴかにした〉、“本紅了失友" C髪

の毛を赤くした〉のように他動認に使うことはできなし、。そして先述のように、

「伎役化操作JによるVの導入を受けて動補動認を形成しでも、後項Rのヴォ

イスは結果状態のまま保たれている。つまり Rの他動詞化はVRという「型J

によって成立している O 結果とし、う完了点から事態を捉える祝点は、必然的に、

対象物の状態変化を示す機能として完了のアスペクトWJ認を伴うことを要求し

15)、意図性・行為性をもったRを不適格として排除することになるゲ打ゑ〉。

このようにして、 VR自動詞文ばかりでなく、本来行為者的表現をとるはずの

VR他動詞文も、 iC対象を〉どうシタJではなく、 iC対象が〉どうナッタ」とい

う規点を内包することになるのであるO

また、動補動認のもつ「結果からの視点Jは、結果事象に論理的意味関係を

要求し、原因事象に必ずしもこの関係を要求するものではない。

(19)賜球，賜球，一↑月賜杯了三双荘。

〈サッカーに明け暮れて一ヶ月に三足の靴をだめにした。呂1986，5頁〉

上の用例において前項動認の主語は示されていないが適格文である O それは動

補動認の基本的な成立条件として、結果事象にあたる yとRの間に“三双鮭一

杯了日とし、う論理的な主述関係が認められるからである。この点でで、、前項のV

はXやyといつた名詞匂との意味関係を中d心むに考えるのでで、はなくし、むしろ因果

性ないし使役j性生を媒介にし
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前項に代替性が強く中立的な動詞、例えば“弄日が多用されて“奔断"“弄

4 杯"“奔!註"“奔死"といった言い回しが頻繁に使われるのは、上述の理二由によ

るのであろう。中国語には中国語の性格に見合ったヴォイス転換の生産的手段

を持ちあわせているということである16)。

4. おわりに

以上、伎役性の概念を中心に、主に普遍言語的、個別言語的観点、から動補動

詞について論じた。本稿によって得られた結論をまとめると次のようになる。

動ネm動詞におけるく認知的視点の一貫性〉

①yR →②xVRy →③yVR 

I1 11 

「伎役化操作J !焦点化操作」

“y-'-R口の間に見られる論理的意味関係は①から③まで一貫しており、動

補動認のもつ認知的視点が常に「結果jに置かれていることが窺える。 !Rの

他動詞化による VRの生成」を仮定することによれ VRという「型Jのもつ

本質的な意味ばかりでなく、この構造が機能的に一語動詞に相当することの妥

当性をも示すことができるO 主要部である後項要素は結果補語というよりは、

むしろ結果述語と呼ぶべき性質のものであると言える。動補動認をこのような

く認知的視点の一貫性〉としづ連続体の枠組みの中で捉えることは、動補動詞

の機能を普遍言語的な観点から統一して説明できるばかりでなく、「結果から

の視点」が如何に生成されるかとしづ個別言語的な問題にも十分な解答となり

得るものと考える。

く注〉

1)二つの出来事の因果関係によって状態変化を表わす文を「結果表現」とし、ぅ。日英

語の結果表現については、影山1996参照。

2)例えば、今井1985はこの種の表現を、互いに共通の成分をもっこつの構成文が結合

して出来上がったものと捉えているO また、中国において近年盛んな“活χ指向分

析"は、動補構造を成す二つの構成要素と、それに結び付く名詞句との関の意味関係

の類型を試みている。呂1986、王立旗1993参照。

3)ここでは「事象」によって状態変化が引き起こされるとしづ動補動詞の特質を説明

する便宜上、プロトタイプな見方が有効かつ必要であると考え、(めの構造式を用いる

ことにする。尚、 CAUSEは伎役を表す意味素性である。

4)望月1990(24頁〉は、結果を表す複合動詞が「一つの動詞として機能し、格付与も

複合動認全体が一つの動詞として行うことが推測されるJと述べているO
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5)語数的伎役には他にも、“停"“増加j" “改変日 "2主展月等それ自身の語紫的意味とし

て伎役の概念を含む勤認が含まれる。この程の使役{自動詞は、 (3)における原因事象と

結果事象の述認の間に“V1 =V 2"としづ関係が成り立っているものと仮定できるO

6)ただし、状態変化を示す書面語的な伎役動認の“使"は、現代中国語の構文的使役

の本質に抵触するものではないので、ここでは例外と見なしておく。

7)他動原型と自動(自発〉原型の意味特徴については、ヤコプセン1989参照。尚、こ

の普遍言語的性質は「非対格!生の仮説Jとして知られているO 影山1996参照。

8) VR 自動詩文の主語が有生名詞の場合は、行為者ではなく対象であることを示すた

めに動補動詞の前に“被"や“拾η を置くことがあるO 例えば:“小李被i沙醒了η

〈李君はうるさくて自が覚めた〉

9) 本稿では、 jヨ J~自認が状態変化の受け手にならない“我吃惚了仮"や日我走累了路"

といった文をくxVRy)ではなくくyVR>に目的語が補足された特殊な型と見な

すO 木村1981の注 9)参照。

10)中右1994は、語禁論的アスペクトの性質としてく状態><過程〉く行為〉の三類型を

仮定しているO

11)働きかけとなる要素を開示するのは、こうした変化が自発的には起こり得ないとい

う認識に基づくのであろう。 cf.)ロ十子紅了。

12)本稿では「ヴォイスJとし、う用語を広義に用いるO 柴谷1982参照。

13)太田1958(206頁〉は、古代語の他動詞〈使動用法〉の機能を継承するものとして

使成複合動詞が必要になった、と指摘する0

14)ただし、慣用的な言い由し(硬着共皮〉や外部・他者の働きかけを要しないもの

〈紅i詮〉、古代使動用法の名残とみられるもの〈止痛，起兵〉等はあてはまらない。

15) 5長1995(225頁〉は、後項要素は動態であると指摘する。例えば、“突rr了日は“突

rrl 了"ではなく“突 I~工了"と分析した方が言語事実に近いという。

16)前項動詞は〔状態]を意味特徴とする(松村1997a)が、動補動詞全体では[状

態]をもたない。つまり、後項は単に結果を述べるだけでなく、前項動認のアスペグ

トを継続相から完了相に変換するという重要な機能を担っていると考えられる。

く参考文献〉

今井敬子 1985.庁結果を表す動補構造』の統辞法j，IJ中国語学~ ~o. 232， 23--32頁。

影山太郎 1996. IJ動詞意味論~， くろしお出版。

木村英樹 1981. r被動と『結果~j， IJ日本語と中国語の対照研究』第5号， 27-46頁。

呂叔湘 1986. <双活句法的実活性)， ~中毘活文》第 1 期， 1-9頁。

- 1987.く現“陸"和“敗")， ~中国活文》第 1 期， 1-5頁。

松村文芳 1997 a. r結果補語(動詞〉を持つ動認の意味特徴j，IJ中国語~ 10月号，内

山蓄広， 58-60頁。

一一 1997 b. r結果補語になる動詞の意味特徴j，1Jr-1コ国語~11月号，内山書j苫， 58-

60頁。

[ 21 ) 



弓希文 1987. <与功給式劫潟有美的某些句式><<中国活文》第 6;抵 424-441頁。

望月圭子 1990. r日・中両語の結果を表す複合動詞J，W東京外国語大学論集~ No.40， 

13-27頁。

中右実 1994. ~認知意味論の原理~，大修館書広。

太田辰夫 1臼95碍8.WI:中こ

柴谷ブ方1良 1臼98位2.rグオイス:日本語.英詔語fj，~誹座日本語学10外国語との対.照 1 ~， 明

治書院， 256-279頁。

杉村博文 1994. r中国語文法教室~，大修館書庖。

Tai， James. 1984，“Verbs and Times in Chinese: Vendler's Four Categoriesヘ
Papers from the Parasession on Lexical Semantics， 289-296. Chicago Linguistic 

Society. 

溜景春 1995.く使令功渇和使令匂>， {活法研究和探家的}，北京大学出版社， 129-138 

頁。

王紅旗 1993. く沼洞充当結果手ト活的活X限制>， {双i苦学)J}第4期， 17-21頁。

ヤコプセン，ウェスリ- 1989. r他動性とプロトタイプ論J，W 日本語学の新展開~， く

ろしお出版， 213-248頁。

楊凱栄 1989. r 日本語と中国語の伎役表現に関する対照研究~， くろしお出版。

球菌兎 1995. く現代況活的功恋形容i司>， {中国法文〉第 3期， 221-229頁。

(東京都立大学大学院〉

[ 22 J 


